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1 .  「 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 指

導 実 習 Ⅲ 」 の 概 要  

	「総合型地域スポーツクラブ指導実習Ⅲ」

の授業は，愛媛大学総合型地域スポーツク

ラブの活動を対象としており，スポーツ健

康科学課程スポーツ指導者養成コースの必

修科目，スポーツキャリア開発コースの選

択科目として位置づいている．	

	 愛媛大学総合型地域スポーツクラブの活

動は，教職員，学生，地域の人が連帯する

ところが特徴である．特に，学生が主体と

なってクラブを運営することで，地域に貢

献できる優れた指導者の輩出を期待してい

る．	

	 具体的な活動として，スポーツを指導す

る 9 つの教室と，教室の活動を円滑に運営

するための 6 つのチームで構成されている．

スポーツ健康科学課程および学校教育教員

養成課程保健体育専修，学校教員養成課程

中等教育コース保健体育専攻，社会共創学

部地域資源マネジメント学科スポーツ健康

マネジメントコースに所属する全学生（約

120 名）が，1 つのスポーツ教室と 1 つの運

営チーム，それぞれに配属され活動してい

る．	

	 スポーツ指導については，表 1 に示した

ように 1 年次から授業と関連させながら実

施しており，段階を踏みながら愛媛大学総

合型地域スポーツクラブの一スタッフとし

ての力量を形成している．	

 

【指導実習Ⅲの目的】 

	 愛媛大学総合型地域スポーツクラブにお

けるスポーツ教室の企画・運営・指導に参

画し，運動プログラムの作成，安全管理・

応急処置に関する実践的知識，多世代の会

員とのコミュニケーションスキル，運動・

スポーツに関する実践的指導力等について

学修する．	

	

	

【指導実習Ⅲの到達目標】 

( 1 )  運 動 教 室 の 企 画 ・ 運 営 ・ 指 導 に
関 す る 留 意 事 項 を 説 明 で き る ． 	

(2)  運 動 プ ロ グ ラ ム を 作 成 し ， そ の
目 的 と 効 果 を 説 明 で き る ． 	

(3)  運 動 プ ロ グ ラ ム の 実 施 に あ た り ，
ポ イ ン ト を お さ え た 具 体 的 な 指

導 が で き る ． 	

(4)  多 世 代 の 人 と 能 動 的 に コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン を 取 る こ と が で き る ．	

	

表 1 総合型地域スポーツクラブ関連授業  

対象  【授業】 内容 

1 年次 

【総合型地域スポーツクラブ指導実習Ⅰ】 

 各 ス ポ ー ツ 教 室 の 指 導 理 念 や 実 施 ⽅ 法

について理解する． 

2 年次 

【総合型地域スポーツクラブ指導実習Ⅱ】 

 配 属 さ れ て い る ス ポ ー ツ 教 室 以 外 の ス

ポーツ教室の活動を参観し，評価できる点

や課題についてまとめる． 

3 年次 

【総合型地域スポーツクラブ指導実習Ⅲ】 

 配 属 さ れ て い る ス ポ ー ツ 教 室 の 指 導 理

念，⾃⾝の役割を明確にし，その成果と課

題についてティーチング・ポートフォリオ

にまとめる． 

4 年次 
【総合型地域スポーツクラブ指導実習Ⅳ】 

 新たなスポーツ教室を開設し指導する． 

 

2 .  「 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 指

導 実 習 Ⅲ 」 の 授 業 内 容  

	「総合型地域スポーツクラブ指導実習Ⅲ」

の授業では，配属されたスポーツ教室の指

導を対象としたティーチング・ポートフォ

リオを作成することを中核としている．	

	 学生は，ティーチング・ポートフォリオ

を作成するにあたり，愛媛大学総合型地域

スポーツクラブの理念，各教室の指導理念

について再確認し，その理念を達成するた



めの学生自身の役割を明確して，1 年間ス

ポーツ教室の指導にあたる．	

	 前期を終えた時点で，会員を対象に調査

をすることとし，必要であれば成果検証の

追加調査を実施することとしている．調査

内容については，各スポーツ教室の内容，

学生の役割の成果が確認できるよう，各ス

ポーツ教室単位で作成する．	

	 年度途中の調査結果をふまえ，スポーツ

教室の課題改善を図り，後期のスポーツ指

導を実施する．そして年度最後のスポーツ

教室にて，再度会員を対象とした調査を実

施する．	

	 それらの調査結果をふまえ，今後の課題

を明らかにし，ティーチング・ポートフォ

リオとしてまとめる．	

	 授業では，ティーチング・ポートフォリ

オの作成過程やスポーツ教室の指導状況に

ついて確認し，随時指導を行った．	

	 ティーチング・ポートフォリオの目次と

して，表 2 の内容を提示し，各学生におい

て適宜修正するよう指導した．（	 ）内は作

成にあたっての注意事項である．A4 用紙に

作成し，10 頁程度で仕上げることとした．	

	 なお，各スポーツ教室には複数名の学生

が配属されているが，ティーチング・ポー

トフォリオは学生が各自作成することとし

ている．	

	

表 2 ティーチング・ポートフォリオの目次案  

	 そのため，目次③の「○○教室での自分

の役割・責任」の項で独自性を明確にする

こととし，調査内容についても，すべての

結果を全員が使用するのではなく，学生の

役割に応じて必要な内容を使用するよう指

導した．	

	

3 .  授 業 評 価  

	 本授業の授業評価として，学生の作成し

たティーチング・ポートフォリオの「自己

の目標」の一部を以下に抜粋した．	

	 スポーツ教室を通して，指導の成果をア

ンケート調査により明確にすることや他世

代の地域の人との交流ができることは，学

生にとって貴重な経験となっており，社会

人としても汎用可能な能力が身に付いてい

ることが確認できた．今後より一層充実し

たクラブとなるよう努めていきたい．	

① 愛 媛 ⼤ 学 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ

ブ の 理 念 ・ ⽬ 標  

② ○ ○ 教 室 の 理 念 ・ ⽬ 標 ・ 指 導 ⽅ 針  

③ ○ ○ 教 室 で の ⾃ 分 の 役 割 ・ 責 任  

④ ⾃ 分 の 指 導 ⽅ 針 ・ 指 導 哲 学  

⑤ 指 導 に 関 す る 特 徴 的 な ⽅ 法 や ⼯ 夫

し て い る 点  

（ 写 真 を 使 い ス ポ ー ツ 教 室 の 雰 囲

気 が わ か り や す い よ う に す る ）  

⑥ ⾃ ⼰ の 指 導 内 容 並 び に 指 導 改 善 の

た め の 情 報  

（ 会 員 へ の 調 査 は 必 須 と す る ）  

⑦ 教 室 改 善 へ 向 け た 引 継 ぎ 事 項  

⑧ ⾃ ⼰ の ⽬ 標  

 こ れ ま で ア ン ケ ー ト 調 査 を 過 去 に 何 度 か

⾏ったことがあるが、全員に満⾜していただい

てい ると い う集 計結 果 が出 たこ と はな いと 思

う。これまで 3 年間活動して、それぞれの会員

の⽅の性格、その⽅の⽬標や参加している意義

など少しずつ分かってきた。だからこそ、それ

らを 踏ま え た上 での コ ミュ ニケ ー ショ ンの 取

り⽅ やサ ー ビス を提 供 しな けれ ば いけ ない と

思う。 ̶中略̶ 

 この教室や総合型のイベントを通して、⼦ど

もか ら⼤ ⼈ まで さま ざ まな ⼈を 関 わる 貴重 な

経験ができていると思う。いろいろな⼈の⽴場

になって考えることができ、新たな発⾒をする

ことが数多くあった。スタッフとして相⼿のこ

とを 第⼀ に 考え て⾏ 動 する とい う こと は社 会

に出ても同じだと思う。今後社会に出て、⼦ど

もたちにスポーツを教えたり、あるいは成⼈を

対象 とし て 運動 指導 を した りす る 機会 があ る

かもしれない。その時に、今取り組んでいるこ

の経験は必ず活かされると思う。 

 こ の総 合 型地 域ス ポ ーツ クラ ブ での 活動 を

きっかけに⽣涯を通して、スポーツを通してた

くさんの⼈とコミュニケーションを取り、豊か

なスポーツライフを実現したいと思う。 


